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理
事
長
就
任
挨
拶

私
は
前
理
事
長
の
要
請
を
受
け
、

平
成
１０
年
か
ら
理
事
に
就
任
し
、
今

年
の
１
月
か
ら
常
勤
の
常
務
理
事
、

４
月
か
ら
理
事
会
の
要
請
を
受
け
理

事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
私
は
本
学

の
卒
業
生
で
、
卒
業
以
来
４７
年
間
、

中
堅
の
造
船
所
に
勤
務
し
、
そ
の
傍

ら
�
日
本
造
船
工
業
会
、
�
日
本
中

小
型
造
船
会
、
�
海
洋
水
産
シ
ス
テ

ム
協
会
の
理
事
等
の
要
職
を
勤
め
て

き
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
中
小
造
船
所
に
は
、

多
く
の
卒
業
生
が
、
社
長
そ
の
他
の

役
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
私

の
船
造
り
人
生
に
於
い
て
何
度
か
遭

遇
し
た
大
き
な
試
練
の
時
に
は
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時

ほ
ど
同
窓
生
の
有
難
み
、
母
校
の
存

在
を
嬉
し
く
思
い
、
励
み
に
な
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
互

い
皆
、本
学
卒
業
生
と
い
う
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
今
や
国
公
立
大
学
も
法
人

化
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
大
学
が
生
き
残

り
を
掛
け
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
経
営

改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

私
立
学
校
法
も
大
幅
に
改
正
さ
れ
て
、

理
事
会
が
重
要
視
さ
れ
、
寄
附
行
為

も
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
、

評
議
員
も
減
員
さ
れ
て
経
営
基
盤
の

強
化
が
図
ら
れ
、
責
任
体
制
も
明
確

化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
内
部
監
査
、

外
部
監
査
を
行
い
、
財
務
情
報
等
が

公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

経
営
基
盤
の
強
化
、
財
務
の
健
全
化

こ
そ
が
、
学
校
経
営
の
永
続
的
発
展

に
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
社
会
、
世

の
中
が
要
求
し
て
い
る
企
業
の
有
価

証
券
報
告
書
の
大
学
版
を
作
成
し
、

全
て
の
部
署
が
事
業
計
画
を
立
案
し
、

大
学
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
す
。

そ
れ
が
、
こ
の
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
の

構
築
で
あ
り
、
学
生
募
集
、
学
生
の

就
職
活
動
支
援
の
絶
対
条
件
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
こ
の
大
変
な
時
期
に
理
事

長
と
し
て
の
重
責
を
担
い
ま
し
た
。

役
員
も
変
わ
り
、
大
学
の
新
た
な
骨

組
み
造
り
に
向
け
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
学
園
総
て
が
風
通
し

の
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
生
き
残
り
組
に
入
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
、
短

期
的
な
成
果
を
生
み
出
す
目
標
管
理

な
る
手
法
を
取
り
入
れ
、
確
実
な
成

果
を
生
み
出
す
方
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
暮
れ
、「
建
学
の
精
神
」

「
大
学
の
理
念
」
が
改
め
て
再
確
認

さ
れ
、
改
新
さ
れ
ま
し
た
。
近
代
日

本
を
生
み
出
し
た
こ
の
長
崎
、
こ
の

地
に
建
つ
本
学
で
私
は
学
び
、
今
自

ら
が
こ
の
理
念
を
継
承
し
更
な
る
発

展
に
結
び
付
け
、
特
徴
あ
る
学
園
づ

く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
学
生
の
皆
さ
ん

を
最
大
な
る
顧
客
と
捉
え
「
創
造
性

豊
か
な
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
他

大
学
に
無
い
教
育
サ
ー
ビ
ス
」
を
提

供
し
て
、
そ
の
対
価
を
得
る
。
時
代

に
沿
っ
た
新
し
い
企
画
、
新
し
い
研

究
・
取
り
組
み
を
行
い
競
争
社
会
の

中
で
生
き
残
っ
て
行
く
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

本
学
に
も
授
業
評
価
実
施
委
員
会

に
よ
る
、�
魅
力
あ
る
講
義
に
向
け

て
�
素
晴
ら
し
い
試
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
学
生
と
教
員
の
意
見
交
換

会
も
そ
の
一
つ
で
、
お
互
い
に
信
頼

が
生
ま
れ
る
も
の
と
し
て
期
待
し
て

い
ま
す
。
教
職
員
が
一
致
し
て
こ
の

よ
う
な
経
営
マ
イ
ン
ド
を
理
解
し
、

諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
行
け
ば
、
入

学
後
の
学
習
の
つ
ま
ず
き
を
少
な
く

し
、
学
生
、
保
護
者
の
み
な
ら
ず
、

社
会
か
ら
の
信
頼
を
築
い
て
い
け
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
来
年
４
月
か
ら

大
学
設
置
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
大

学
の
教
員
組
織
の
見
直
し
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
学
の
公
共

性
を
高
め
る
責
任
も
あ
り
ま
す
。
１８

歳
人
口
の
減
少
を
嘆
い
て
い
て
も
仕

方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
こ
れ
を
、

与
え
ら
れ
た
試
練
の
時
だ
と
捉
え
、学

生
が
集
っ
て
来
る
魅
力
あ
る
大
学
づ

く
り
に
専
念
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
平
成
５
年
に
理
事
長
に

就
任
さ
れ
た
長
山
前
理
事
長
の
、
足

か
け
１３
年
の
永
き
に
亘
る
御
苦
労
、

今
年
３
月
ま
で
病
身
に
鞭
打
ち
な
が

ら
心
血
を
注
い
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ

た
ご
苦
労
に
感
謝
致
し
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
前
理
事
長
が
推

し
進
め
て
こ
ら
れ
た
、
貴
重
な
指
標

と
路
線
を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
「
世

に
誇
れ
る
大
学
」
を
目
指
し
て
、
間

違
い
の
無
い
経
営
の
舵
取
り
を
し
て

行
く
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

担 当
法人代表
大学（教育・研究）
法人総務全般
法人総務全般
学術振興、産学官連携
高等学校
法人業務
法人業務
産学官連携
教育・研究
財務・労務

現 職 等
（前理事長）

学長

工学部・大学院教授

事務局長

工学部特任教授、大学院教授、新技術創成研究所長

附属高等学校校長

�テレビ長崎 取締役副社長

九州大学大学院教授

人間環境学部特任教授、大学院教授

大学院工学研究科長、工学部・大学院教授

情報学部・大学院教授

（前監事）

経営コンサルタント「経営２１」主宰、中小企業診断士

氏 名
行� 威夫
林 一馬
慎 燦益
柴口 温
山邊 時雄
時津 政憲
片山 仁志
貴島 勝郎
吉村 進
矢島 浩
平坂 敏夫
小川 浩
清野 直之

役 職
理事長
常務理事
常務理事
常務理事
常務理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
監事
監事

（元理事長）長山 明特別顧問

行
�
理
事
長
に
聞
く

こ
れ
か
ら
の
「
長
総
大
」

特
集

（前理事、前評議員）

（前顧問、前附属高等学校校長）

中村 康次
亀井 守正

顧問
顧問

現 職 等
学長
附属高等学校校長
大学院工学研究科長、工学部・大学院教授
情報学部長、情報学部・大学院教授
学長補佐、情報学部・大学院教授
学生部長、工学部教授
事務局長
附属高等学校教頭
同窓会会長（前本学監事）
同窓会副会長
同窓会事務局長
同窓会長崎地区長
同窓会中九州地区長
後援会副会長
附属高等学校育友会会長
長崎市議会議員
長崎県議会議員、医師
�テレビ長崎取締役副社長
九州大学大学院教授
�親和銀行常務取締役長崎地区本部長
理事長
工学部・大学院教授
工学部特任教授、大学院教授、新技術創成研究所長
人間環境学部特任教授、大学院教授
情報学部・大学院教授

氏 名
林 一馬
時津 政憲
矢島 浩
瀧山 龍三
渡瀬 一紀
谷 昇
柴口 温
石丸 重人
籏先 好紀
山下 力
西田 信和
川原田典昭
重田 勲
兵働 馨
角 眞治
奥村 修計
押渕 禮子
片山 仁志
貴島 勝郎
山本 和雄
行� 威夫
慎 燦益
山邊 時雄
吉村 進
平坂 敏夫

役 職
１号（学長、校長）

２号（法人職員）

３号（卒業生）

４号（保護者）

５号（学識経験者）

２．評議員会 〔任期 平成１８年６月１日～平成２０年５月３１日〕学校法人長崎総合科学大学役員組織
１．理事会 〔任期 平成１８年６月１日～平成２０年５月３１日〕

〔任期 平成１８年６月１日～平成２０年５月３１日〕

〔任期 平成１８年６月１日～平成１９年５月３１日〕
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平成１８年度
学校法人長崎総合科学大学事業計画

１．大学院生、学部生並びに高校生の入学定員および収容
定員の確保に向けて、学生募集対策本部を設置する。
本部は、理事長をトップに募集政策と戦略を掲げ、全
教職員による募集活動を実施する。

２．大学院教育、学部教育並びに高校教育の改善を実施す
る。

・夫々で教育の改善を実施し、大学院生・学部生並びに生徒の質
の向上に努める。
・高校卒業生の学部進学の増加に努める。
・学部卒業生の大学院進学並びに一般企業等への就職指導強化を
実施し、就職率の向上を目指す。

３．教員の研究活動の推進を促し、研究所・センターを中
心に産学官連携に伴う外部資金の導入を図り、財政基
盤の安定化を図る。

・受託事業、共同研究並びに奨学寄附金を積極的に受入れる。
・文部科学省所掌の科学研究費補助金に全教員が原則として申請
する。また、それ以外の補助金に対し、積極的に対応する。

４．工学部、情報学部並びに人間環境学部の教育組織、教
育体系の見直しを検討し、平成１９年度からその改革案
を実施する。

・工学部電気電子情報工学科の名称を変更するとともに、学科内
コースを従来の電気工学コース、電子情報工学コースを再編医
療電子工学コースを設ける計画である。
・人間環境学部を２学科体制に移行する計画を検討・立案する。

５．学生のサービス充実のため施設・設備の改善を実施す
る。

・老朽化した施設・設備の改善を図り、学生・生徒の安全確保と
生活環境の整備を実施する。
・３号館の補修、５号館の補修並びに１０号館の補修を実施する。

中長期運営方針
（創造性豊かな人材の育成を目指して）

�．社会に求められる人材育成
・環境の変化に対応した魅力ある教育の推進
・学生・生徒のワンランク・レベル・アップ作戦

�．全員参画による学部・学科の運営
・部門別運営計画の策定と目標管理の導入
�
�
�
�

�
�
�
�

法人の事業目標を受けて、各部門が自分達の
計画を議論し、各部門の課題と目標を設定、
実行、検証する。

�．業務改革の推進（原点にもどりゼロ・ベースで）
・教員、職員の意識改革（危機意識の共有）
・事務職員から経営管理職員へ（課題解決提案型へ）

�．新人事制度の導入の検討
・教員の任期制度の検討
・教員・職員の業績評価制度の検討

�．キャンパスの再配置計画の立案

�．内部監査・外部監査制度の確立

本学の財政状況

２００５
年度

２００５
年度

負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計
金 額

１，３１７
４３５
１，７５２
１３，０３０
△２，９６６
１１，８１６

科 目
固定負債
流動負債
負債の部合計
基本金の部合計
消費収支差額の部合計
負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計

資 産 の 部
金 額

１０，８３９
９，２１７
１，６２２
９７７

１１，８１６

科 目
固定資産
有形固定資産
その他の固定資産

流動資産

資産の部合計

「
自
律
自
彊
」

「
実
学
実
践
」

「
創
意
創
新
」

「
宇
内
和
親
」

金 額
１，６６５
１８
１５
５６７
１８
１７１
９６

２，５５０
△３

２，５４７

�収入の部�
科 目

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

金 額
１，６１３
８７９
２５９
１４
１８

２，７８３
△２３６
△３，１９６
４６６

△２，９６６

�支出の部�
科 目

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額

消費支出の部合計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
基本金取崩高
次年度繰越消費支出超過額

金 額
１，６１１
６１６
２３９
１４
５５
７
４８
３
６４
△４１
８６７
３，４８３

�支出の部�
科 目

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

金 額
１，６６５
１８
１１
５６７
１８
１７１
９６
２９８
８７

△４３６
９８８
３，４８３

�収入の部�
科 目

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

貸借対照表 ２００６年３月３１日現在 （単位：百万円）

（単位：百万円）

消費収支計算書 ２００５年４月１日から２００６年３月３１日まで

建建建建建建建建学学学学学学学学のののののののの精精精精精精精精神神神神神神神神

（単位：百万円）

資金収支計算書 ２００５年４月１日から２００６年３月３１日まで
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新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
なななななななななななななななななななななななななななななななな
船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出

入
学
式
か
ら
約
３
ヶ
月
。
１
年
生

は
高
校
ま
で
と
の
違
い
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
徐
々
に
大
学
生
活
に
落
ち

着
き
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。

学
生
は
各
学
科
の
教
育
方
針
の
基

で
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
新
入

生
歓
迎
行
事
、
研
修
旅
行
、
講
義
・

実
験
・
実
習
な
ど
を
通
し
て
各
学
科

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

自
ら
が
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン
へ
向
け
、

時
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
を
飛
び
出
し
、

地
域
・
社
会
と
の
関
わ
り
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
体
験
が
や
が
て

社
会
に
旅
立
つ
時
に
学
生
一
人
一
人

の
糧
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。こ

の
学
報
は
そ
ん
な
学
生
の
取
り

組
み
や
教
員
の
活
動
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
る
こ
と
で
、
本
学
の
教
育
・
研

究
活
動
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

本
学
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
本
学
は
新
た
な
船
出
を
し
ま

し
た
。
在
学
生
、
保
護
者
、
地
域
の

方
々
に
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
大
学

を
目
指
し
て
、
理
事
長
を
は
じ
め
、

教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

本
学
を
知
る
取
っ
掛
か
り
と
し
て

朝
日
新
聞
社
が
発
行
す
る
「
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
２
０
０
７
年
版
」
を
参
考

に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

本
学
が
様
々
な
分
野
で
上
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
。

初
年
度
納
付
金
が
安
い
大
学
（
私

立
大
学

工
、
理
工
学
部
）
で
全
国

４
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
ほ
か
、
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
就
職
支
援
の
部

門
で
も
全
国
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、

教
育
評
価
や
校
地
、
校
舎
面
積
も
Ａ

ラ
ン
ク
。

★
本
学
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
主
な
部

門
■
初
年
度
納
付
金
が
安
い
大
学

（
私
立
大
学
）

工
、
理
工
学
部

全
国
４
位

長
崎
総
合
科
学
大
学

工
学
部

１
２
８
万
円

■
高
校
か
ら
の
評
価

九
州
・
沖
縄
地
区
１０
位

（
全
国
１
０
１
位
）

■
就
職
支
援
（
就
職
担
当
教
員
）

全
国
４７
位

■
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

全
国
５５
位

■
私
学
助
成

（
学
生
１
人
あ
た
り
の
特
別
補
助
）

理
工
系
学
部
が
あ
る
大
学

全
国
３
位

５７
・
７
千
円

■
教
育

Ａ
ラ
ン
ク

■
校
地
、
校
舎
面
積

Ａ
ラ
ン
ク

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入 学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学 式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
４月５日�、平成１８年度長崎総合
科学大学入学式が本学体育館におい
て挙行された。
林一馬学長より大学院・博士課程４名、修士課程２９名、工学部１５２
名、情報学部１００名、人間環境学部３５名、別科日本語研修課程９名の
入学が許可され「皆さんの入学は、皆さん自身の喜びであるとともに、
本学にとっても新しい構成員を迎えた喜びである。今の時代に必要な
ものだけ学ぶのではなく、次の時代を見つめることが大事で、時代の
変化に対応できる能力が求められる。社会が何を求めているか考えて
ください。」とお祝いの言葉が述べられた。
また、来賓を代表して４月１日に就任した行�理事長、在学生を代
表して佐仲琢也学生自治会委員長から祝辞があり、入学生を代表して
大学院生の陳 海鷹さん（環境計画学専攻１年）、学部生の河野祐太朗
君（知能情報学科１年）、留学生の�漢柱君（船舶工学科２年）から
の挨拶の後、的山高之君（電気電子情報工学科１年）が「先生方諸先
輩の助言を糧にそれぞれの分野の即戦力となれるよう日々勉学に励み、
立派な社会人となれるよう努力したい」と入学生を代表して宣誓した。
【入学生】
［大学院］（工学研究科）

博士課程４名、修士課程２９名
［学 部］工学部１５２名（船舶工学科３７名、機械工学科４３名、電気電

子情報工学科２４名、建築学科４８名）
情報学部１００名（知能情報学科４５名、経営情報学科５５名）
人間環境学部（環境文化学科）３５名

［別 科］別科日本語研修課程９名

大学院 開開
生産技術学専攻を 設設

本年４月、大学院工学研究科修士課程に「生産技術
学専攻」を開設し、「環境計画学専攻」「電子情報学専
攻」の３専攻となった。
昨年６月、文部科学省へ「構造工学専攻」と「流体

工学専攻」を統合して改組する届出書を提出し、受理
されたもの。
「生産技術学専攻」では、船舶・浮体構造物・海洋

機器・飛翔体・原動機・機械・建築構造物・基礎構造
など、種々の分野に共通する構造工学・流体工学の理
論について考究すると共に、両分野に及ぶ複合領域で
の工学上の基礎的問題・応用問題、さらに高度なコン
ピュータ利用技術について教育と研究を行う。
また、この目的を達成するために次の４系列を置く。

【材料工学】
構造材料・機械材料およびその溶接継手部に関して、材料強
度学・破壊力学の視点に立って研究する。また、鉄筋コンクリー
ト構造物の耐震性・耐久性向上対策などについて研究する。
材料に及ぼす環境因子の影響を定量化し、機能性の向上およ
び評価法について解析的・実験的研究を行う。
【構造工学】
板・骨構造物・薄板構造物・建築鉄筋など溶接構造物の新し
い概念を導入した構造解析システムや信頼度の高い総合的設計
法の開発に関する研究を行う。また、構造物の極限強度新評価
技術や、損傷解析新手法の開発に関する基礎研究を行う。
【海洋流体工学】
気象・海象・海流・海流波などに関する解析的研究を行うと
共に、船舶や海洋構造物の流体工学的扱い、波浪中における運
動などに関する解析的・実験的研究を行う。
船舶を中心とする浮体の安定性・操縦性および波浪中の運動
性能とその制御に関する解析的・実験的研究を行う。
【機械流体工学】
流体の流れ、エンジンの作動物質の物性およびエネルギー交
換・変換・移動理論を研究すると共に、各種エネルギー源を有
効に利用する原動機の研究を行う。

さらに修士課程の３専攻を横断的に統合した博士課程の総合
システム工学専攻（生産技術、環境技術、情報技術）への道へ
とつながる。

上
記
の
デ
ー
タ
、
ラ
ン
ク
は
以
下
か
ら
引
用
し
て
い
ま
す
。

○
「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
は
筑
波
大
学
・
横
浜
国
立
大

学
の
共
同
調
査

○
そ
れ
以
外
は
、
朝
日
新
聞
社
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４
月
１６
日
、

前
日
の
雨
天

で
一
日
順
延

と
な
っ
て
「
新
入
生
歓

迎
行
事
」
が
開
催
さ
れ
、

新
入
生
を
は
じ
め
、
在

学
生
、
教
職
員
併
せ
て

約
５
０
０
名
が
交
流
を

深
め
た
。

場
所
は
人
間
環
境
学

部
棟
や
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
棟
が
位
置
す
る

シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ

ス
（
旧
長
崎
水
族
館
跡

地
）。
学
生
自
治
会
の

メ
ン
バ
ー
と
各
サ
ー
ク

ル
の
学
生
た
ち
で
準
備
、

運
営
さ
れ
、
音
楽
部
、

軽
音
楽
部
に
よ
る
演
奏
や
、
新
極
真

空
手
部
に
よ
る
演
舞
、
各
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
の
紹
介
、
餅
つ
き
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
新
入
生
を
歓
迎
し

た
。当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、

在
学
生
の
手
厚
い
歓
迎
に
新
入
生
は

一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
、
笑
顔
が
絶

え
な
い
楽
し
い
一
日
と
な
っ
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

新
入
生
が
第
一
歩
を
踏
み
出
す

入
学
式
翌
日
の
４
月
６
日
、
７
日

の
両
日
、
教
育
セ
ン
タ
ー
や
事
務
局

の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
学
生
た
ち
は
高
校
と
の
違

い
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
担
当
の
教
員

や
職
員
の
説
明
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

当
日
は
、
共
通
教

育
、
言
語
教
育
、
基
礎
教
育
の
各
教

育
セ
ン
タ
ー
の
内
容
紹
介
、
英
語
の

ク
ラ
ス
分
け
を
行
う
た
め
の
プ

レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
が
実
施

さ
れ
た
。
そ
の
他
、
講
義
を
受

講
す
る
た
め
の
履
修
登
録
説
明

会
や
、
学
生
部
の
健
康
診
断
、

交
通
講
話
や
消
費
者
教
育
講
座
、

Ｙ
Ｇ
検
査
に
よ
る
自
己
発
見
な

ど
が
実
施
さ
れ
、
大
学
生
活
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

新新入入生生歓歓迎迎行行事事

よし の かつ み

�吉野 勝美
�工学部電気電子情報工
学科・教授〔工学博士〕

�
昆
虫
、
植
物
、
鉱
物
な
ど
の
美
し
い
色

の
起
源
の
探
索
、
里
歩
き

�
新
し
い
電
気
電
子
材
料
、
デ
バ
イ
ス
、

シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
と
そ
れ
ら
の
産
業
、

医
療
分
野
な
ど
へ
の
応
用
を
探
求
し
、
更

に
、
そ
れ
を
通
じ
て
新
し
い
発
想
が
で
き
、

何
事
に
も
積
極
的
に
果
敢
に
し
か
も
粘
り

強
く
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
若
い
人
を

育
て
た
い
。
で
き
れ
ば
在
学
中
小
さ
く
と

も
何
か
新
し
い
こ
と
を
生
み
出
す
喜
び
を

体
験
さ
せ
自
信
を
持
っ
て
卒
業
さ
せ
た
い
。

いしばし やすひろ

�石橋 康弘
�人間環境学部環境文化学
科・助教授〔博士（学術）〕

�
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
映
画
鑑
賞

�
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
環
境
保
全
の
た

め
の
技
術
開
発
、
調
査
研
究
及
び
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
構
築
の
経
験
を
生

か
し
、
本
学
の
教
育
研
究
活
動
及
び
地
域

に
対
し
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

え がしら ともひろ

�江頭 智宏

�教職課程・講師

�
旅
行
、
高
校
野
球
観
戦

�
今
年
度
新
し
く
着
任
致
し
ま
し
た
。
新

鮮
な
気
持
ち
で
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

にしむら やす よ

�西村 安代
�人間環境学部環境文化
学科・講師〔博士（農学）〕

�
旅
行
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

�
近
年
『
食
育
』
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
私
の
場
合
、
特
に
植
物
を
育
て
て

学
ん
で
い
く
『
植
育
』
を
広
め
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ さ き ゆきひろ

�佐 木々幸広
�工学部建築学科・技
術員

�
音
楽
鑑
賞
、
読
書

�
ま
だ
入
っ
た
ば
か
り
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
僕
な
り
に
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
う
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

はなおか さとる

�花岡 哲
�入試広報課（長崎担
当入試アドバイザー）

�
音
楽
鑑
賞
、
山
歩
き
、
植
物
観
察

�
本
学
の
充
実
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

支
援
の
実
績
を
的
確
に
高
校
生
に
届
け
、

本
学
を
志
向
す
る
受
験
生
を
一
人
で
も
増

や
し
た
い
。

とき つ まさ のり

�時津 政憲

�附属高等学校・校長

�
つ
り

�
人
間
と
し
て
最
も
重
要
な
青
年
前
期
の

生
き
方
を
大
切
に
す
る
生
徒
の
育
成
に
向

け
、『
ま
ず
は
、
あ
い
さ
つ
と
服
装
か
ら
、

そ
し
て
学
力
』
を
合
い
言
葉
に
、
全
職
員

一
体
化
し
た
根
気
強
い
指
導
に
取
り
組
む
。

新人教職員紹介
今年の４月に新たにスタッフと
なった教職員を紹介します。

�名前
�所属・職名
�趣味
�抱負など一言
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TOPICSTOPICS

TOPICS
６
月
１１
日
（
日
）、
東
京
渋
谷
の

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
大
体
育
室
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
学
ロ
ボ
コ
ン
２
０
０
６
〜
Ａ
Ｂ
Ｕ

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
ロ
ボ
コ
ン
代
表
選

考
会
〜
」
が
開
催
さ
れ
、
本
学
「
Ｎ

ｉ
Ａ
Ｓ
夢
工
房
」（
顧
問：

谷

昇

（
工
学
部
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
教

授
）、
代
表：

宮
嶋
宏
光
君
（
工
学

部
電
気
電
子
情
報
工
学
科
４
年
））

が
２
年
ぶ
り（
８
回
目
）に
出
場
し
た
。

１
９
９
７
年
に
準
優
勝
、１
９
９
８

年
に
ベ
ス
ト
４
＋
技
術
賞
、

２
０
０
０
年
に
技
術
賞
、
２
０
０
２

年
に
ベ
ス
ト
４
＋
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受

賞
。
こ
れ
ま
で
に
輝
か
し
い
実
績
を

残
し
、
今
回
悲
願
の
初
優
勝
が
期
待

さ
れ
た
。

こ
の
大
会
へ
出
場
す
る
た
め
に
は

事
前
に
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
最
初

の
ハ
ー
ド
ル
「
書
類
選
考
会
」。
１２

月
１４
日
（
水
）
の
書
類
選
考
会
で
、

応
募
総
数
５１
大
学
か
ら
約
半
分
の
２５

大
学
（
チ
ー
ム
）
に
絞
ら
れ
た
。
そ

し
て
２
番
目
の
ハ
ー
ド
ル
「
ビ
デ
オ

選
考
」が
４
月
３
日（
月
）に
行
わ
れ
、

出
場
す
る
１８
チ
ー
ム
が
選
出
さ
れ
た
。

こ
の
難
関
を
突
破
し
て
出
場
し
た

本
学
「
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
夢
工
房
」
は
予
選

リ
ー
グ
（
Ａ
グ
ル
ー
プ
）
で
、
開
会

式
後
の
第
１
試
合
目
と
な
っ
た
１
回

戦
で
明
星
大
学
と
対
戦
。
各
大
学
が

戦
況
を
見
守
り
、
ま
た
、
自
分
達
の

試
合
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

た
。こ
の
よ
う
な
中
、手
動
の
ロ
ボ
ッ

ト
、
自
動
制
御
の
ロ
ボ
ッ
ト
共
に
得

点
を
重
ね
、
２３
対
０
で
勝
利
し
た
。

２
回
戦
は
優
勝
４
回
＋
各
賞
を
受

賞
す
る
常
連
で
強
豪
の
豊
橋
技
術
科

学
大
学
と
の
対
戦
。
１
回
戦
か
ら
自

動
制
御
の
調
子
が
悪
か
っ
た
本
学
の

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
２
回
戦
で
も
本
来
の

動
き
が
み
ら
れ
ず
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
も
の
の
相
手
に
Ｖ
ゴ
ー
ル
を
決

め
ら
れ
て
敗
れ
、
惜
し
く
も
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
逃
し
た
。

こ
の
大
会
の
様
子
は
、
７
月
１７
日

（
月
）
午
前
８
時
３５
分
〜
９
時
３４
分

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ

た
。

５
月
１８
日
（
木
）、
人
気
Ｔ
Ｖ
番
組

「
ジ
ャ
ン
ク
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
」
等
で

お
馴
染
み
の
関
口
房
朗
氏
の
特
別
講

演
会
が
本
学
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
３
号
館
大
講
義
室
で
開
催
さ
れ

た
。
関
口
氏
は
日
本
初
の
技
術
系
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
企
業
の
創
業
者
。

ま
た
、
馬
主
と
し
て
も
史
上
初
の
日

米
ダ
ー
ビ
ー
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
名
を

馳
せ
る
異
色
の
経
営
者
。
現
在
、
�

Ｖ
Ｓ
Ｎ
代
表
取
締
役
会
長
を
務
め
る
。

ご
子
息
が
本
学
の
卒
業
生
で
、
ま
た
、

氏
は
本
学
大
学
院
の
客
員
教
授
。
本

学
に
は
保
護
者
の
立
場
、
教
育
者
の

立
場
の
両
面
か
ら
大
学
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

講
演
で
は
「
私
の
人
生
哲
学
」

と
題
し
て
、
自
身
の
豊
富
な
人
生

経
験
や
若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

熱
く
語
っ
た
。

会
場
に
は
一
般
の
視
聴
者
、
学

生
、
教
職
員
を
合
わ
せ
約
２
７
０

名
が
集
ま
り
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。
講
演
後
は
、
多
く
の
学

生
か
ら
質
問
が
飛
び
出
し
、
会
場

は
終
始
熱
気
に
溢
れ
て
い
た
。

当
日
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
関
口

氏
が
所
有
す
る
「
エ
ン
ツ
ォ
・

フ
ェ
ラ
ー
リ
」
が
展
示
さ
れ
、
全
世

界
で
数
百
台
し
か
な
い
超
一
流
車
を

前
に
多
く
の
見
物
客
が
集
ま
っ
た
。

６
月
１
日
（
木
）、

岐
阜
県
中
津
川
市
立

付
知
中
学
校
の
生
徒

５
名
が
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
の
体
験
と
、
本
学

学
生
が
製
作
し
た

ボ
ー
ト
【
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ

２３
】
で
橘
湾
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽

し
ん
だ
。
生
徒
た
ち
は
、「
楽
し
か
っ

た
で
す
。
こ
の
こ
と
を
帰
っ
て
み
ん

な
に
伝
え
ま
す
」
と
大
満
足
。

本
学
は
長
崎
市
と
連
携
し
体
験
型

観
光
の
受
け
入
れ
と
し
て
、「
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
」
や
「
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
体

験
」「
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
Ｃ
Ｇ

製
作
体
験
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
参
画

し
、�
長
崎
遊
学
�
に
貢
献
し
て
い

る
。４

月
５
日
、
入
学
式
が
終
了
し
た

本
学
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
園
広
場
シ
ェ
ス
タ
で
、
結
婚
式
の

前
撮
り
が
行
わ
れ
た
。

平
成
１３
年
度
、
本
学
工
学
部
建
築

学
科
を
卒
業
し
た
広
畑
政
幸
さ
ん
と

そ
の
婚
約
者
。
二
人
の
思
い
出
の
場

所
と
し
て
本
学
キ
ャ

ン
パ
ス
を
選
び
撮
影

を
申
し
出
た
。
桜
咲

く
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

撮
影
は
幸
せ
一
杯
の

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

長
崎
総
合
科
学
大
学

紀
要

第
４６
巻
第
２
号

情
報
学
部
開
設
記
念

学
長
あ
い
さ
つ

﹇
情
報
学
部
開
設
記
念
論
文
﹈

○D
escription

M
ethods

ofD
igital

Figures
forInvariantR

ecognition
TA

K
IYA

M
A

R
yuzo,IN

O
U

E
K

ohei,
K

A
N

EK
O

Teruyuki
○

設
計
・
製
造
コ
ラ
ボ
レ
イ
ト
シ
ス

テ
ム
の
Ｗ
ｅ
ｂ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

の
構
築

池
末

純
一

○
小
型
２
号
歩
行
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド

ロ
ボ
ッ
ト
の
モ
ー
シ
ョ
ン
制
御

安
田

元
一

○
感
覚
間
の
同
時
性
�

視
覚
と
聴
覚
／
視
覚
と
触
覚

北
島

律
之
・
小
峯

立
也

○
企
業
経
営
に
お
け
る
情
報
利
活
用

の
変
遷
と
今
後
の
動
向平

坂

敏
夫

○
視
覚
的
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
の
た
め

の
遺
伝
的
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
応
用

渡
瀬

一
紀

○
既
存
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ

化
の
試
み

三
浦

正
俊

○
遺
伝
的
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る

ル
ー
ル
推
定
を
用
い
た
顧
客
情
報

管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
成
と
そ
の
応
用

高
木

昇

﹇
工
学
・
自
然
科
学
編
﹈

＜

研
究
論
文＞

○
垂
直
軸
型
風
車
の
特
性
試
験
結
果

藤
川

卓
爾
・
谷
野

忠
和

高
森

昭
憲

﹇
人
文
・
社
会
科
学
編
﹈

＜

研
究
論
文＞

○
韻
鏡
内
外
轉
決
疑

古

倭

い
し
ゐ
の
ぞ
む

＜

研
究
ノ
ー
ト＞

○A
.Lem

onnier

の
描
い
た�
ジ
ョ
フ

ラ
ン
夫
人
邸
の
夜
会
�百

田
み
ち
子

＜

大
学
院
修
士
論
文
概
要＞

○
多
連
結
浮
体
シ
ス
テ
ム
の
波
浪
中

応
答
特
性
に
関
す
る
研
究

和
田

祐
樹

○
中
国
大
連
市
に
お
け
る
広
場
の
歴

史
的
な
形
成
と
計
画
課
題

夏

立
男

○
東
洋
近
代
建
築
の
変
遷謝

光

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ
コ
ン
惜
し
く
も

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
な
ら
ず

1

関
口
房
朗
氏
の
特
別
講
演
会

が
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
が
本
学

キ
ャ
ン
パ
ス
を
舞
台

に
結
婚
式
の
前
撮
り

岐
阜
の
中
学
生
が

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を

体
験

2

34

ト
ピ
ッ
ク
ス
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真
助
教
授
（
工
学
部
電
気

電
子
情
報
工
学
科
）が
参
加
す
る「
大

型
国
際
共
同
実
験
Ｃ
Ｄ
Ｆ
」
が
Ｂ
ｓ

中
間
子
の
粒
子
反
粒
子
振
動
の
観
測

に
初
め
て
成
功
し
、
４
月
１２
日
報
道

発
表
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｆ
実
験
は
、
日

米
科
学
技
術
協
力
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
筑
波
大
学
物
理
学
系
が
中
心
と

な
り
９
つ
の
機
関
が
日
本
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
は
、
米
国
フ
ェ
ル
ミ
国

立
加
速
器
研
究
所
の
テ
バ
ト
ロ
ン
加

速
器
に
設
置
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
Ｆ
測
定
器

を
用
い
、
ア
ジ
ア
、
米
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
６０
の
研
究
機
関
が
参
加
す
る

国
際
共
同
実
験
で
、
Ｂ
ｓ
中
間
子
の

粒
子
反
粒
子
の
測
定
は
、
小
林
益
川

行
列
の
ト
ッ
プ
ク
ォ
ー
ク
と
ス
ト
レ

ン
ジ
ク
ォ
ー
ク
の
結
合
を
高
精
度
で

決
定
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
も
の
で
、
今
後
小
林
益
川
理
論
の

検
証
に
不
可
欠
な
測
定
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
実
験
で
、
下
島
助
教
授
は

デ
ー
タ
収
集
装
置
の
開
発
を
担
っ
て

き
た
。

【
参
加
し
て
い
る
日
本
の
機
関
】

筑
波
大
学
物
理
学
系

大
阪
市
立
大
学
大
学
院

理
学
研
究
科

岡
山
大
学
理
学
部

早
稲
田
大
学
理
工
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器

研
究
機
構

京
都
教
育
大
学
理
学
部

近
畿
大
学
理
工
学
部

長
崎
総
合
科
学
大
学
工

学
部

福
井
大
学
工
学
部

■
帆
船
ま
つ
り

４
月
２７
日
か
ら
５
月
１
日
ま
で
長

崎
港
（
長
崎
水
辺
の
森
公
園
、
松
が

枝
国
際
観
光
埠
頭
、
長
崎
出
島
ワ
ー

フ
周
辺
）
で
「
２
０
０
６
長
崎
帆
船

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
大
型
帆
船

の
来
航
・
船
内
見
学
や
、「
観
光
丸
」

で
の
体
験
ク
ル
ー
ズ
、
花
火
大
会
な

ど
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
本
学
工
学
部
船

舶
工
学
科
お
よ
び
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
が
「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
教
室
・
模
型
船
展
示
」「
ソ
ー

ラ
ー
ボ
ー
ト
の
走
行
・
展
示
」
で
企

画
参
加
し
、
帆
船
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
た
。

◇「
先
賢
顕
彰
祭
り
」

山
車
パ
レ
ー
ド
に

「
沖
縄
エ
イ
サ
ー
」が
さ
る
く
！

ま
た
、
４
月
２９
日
に
は
県
立
美
術

館
か
ら
常
盤
埠
頭
に
停
泊
す
る
帆
船

を
横
目
に
「
先
賢
行
列
・
長
崎
さ
る

き
」
の
山
車
が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

こ
の
パ
レ
ー
ド
に
本
学
の
沖
縄
県
人

会
「
沖
縄
エ
イ
サ
ー
」
の
学
生
が
参

加
し
、
太
鼓
や
三
線
（
さ
ん
し
ん
）

の
リ
ズ
ム
と「
さ
る
こ
う
で
〜
」の
掛

け
声
で
、
賑
わ
う
埠
頭
を
さ
る
い
た
。

『何のことやとら』と思われた人は、「キッズ
サイエンティスト」を参考にしてください。
URL http://www.kek.jp/kids/

４
月
１１
日

か
ら
５
月
７

日
ま
で
、
長

崎
県
立
美
術

館
２
Ｆ
ア
ト

リ
エ
・
ア
ト

リ
エ
前
庭
・
運
河
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お

い
て
、長
崎
県
立
美
術
館
と
本
学
主

催
の「C

hildren’s
E

ye
L

IFE

〜
木

と
暮
ら
そ
う
〜
」
展
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
美
術
館
の
一
周
年

を
記
念
し
た
事
業
の
一
環
。
本
学
が

主
催
す
る
「
モ
ッ
ク
モ
ッ
ク
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
４
月
２９
日
、
３０
日
、

５
月
６
日
、
７
日
の
４
日
間
開
催
さ

れ
、
会
場
の
２
階
屋
上
庭
園
に
多
く

の
ち
び
っ
こ
が
集
ま
り
、
材
木
の
丸

い
切
れ
端
に
木
の
枝
や
木
ノ
実
、

葉
っ
ぱ
な
ど
を
ボ
ン
ド
で
貼
付
け
、

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
お
魚
な
ど

子
ど
も
ら
し
い
作
品
を
大
学
生
の
お

兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
の
手
を
か
り
な
が
ら

作
っ
て
い
た
。

◇「
バ
ン
ブ
ー
ボ
ー
ル
」が
大
人
気
�

会
場
に
は
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に

人
間
環
境
学
部
の
学
生
が
竹
を
使
っ

て
作
成
し
た
遊
具
「
バ
ン
ブ
ー
ボ
ー

ル
」
が
展
示
さ
れ
た
。

高
さ
３
�
の
三
脚
を
立
て
、
竹
の

樋
を
繋
げ
て

ボ
ー
ル
を
転
が

す
も
の
で
、
集

ま
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
楽

し
そ
う
に
ボ
ー

ル
を
転
が
し
て

遊
ん
で
い
た
。

○
文
化
遺
産
と
経
済
発
展
の
関
係
に

つ
い
て

程

程

○
車
輪
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
セ
ン
サ
制

御
に
関
す
る
研
究

王

洋

○
Ｖ
Ｒ
空
間
内
に
お
け
る
時
空
間
知

覚

岡
東

崇

○
マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
Ｌ
Ｓ

Ｉ
の
開
発

金

奉
基

○
弱
反
転
領
域
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
を
用

い
た
バ
ン
ド
ギ
ャ
ッ
プ
リ
フ
ァ
レ

ン
ス
に
関
す
る
研
究

景

暁
軍

○
電
界
放
出
型
マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
お
け
る
電
子
軌
道
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

宋

培
松

○
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
パ
ワ
ー
配
分

最
適
化
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究譚

○
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
Ａ
Ｄ
Ｃ
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
補
正
回
路
の
設
計
・
評

価

佐
名

茂
幸

○
プ
ラ
ズ
マ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
法
に
よ
る
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
成
長
と
プ
ラ
ズ
マ
ガ
ス

－

基
板
相
互
作
用

古
本

隆
志

○
大
型
映
像
装
置
を
使
用
し
た
立
体

映
像
教
材
効
果
の
研
究牧

嶋

晃
伸

地
域
論
叢

№
２１

○
学
生
に
よ
る
環
境
啓
発
活
動
に
つ

い
て－

ば
っ
て
ん
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
実
行
委
員
会
の
事
例

宮
原
和
明
他

○
大
村
湾
環
境
保
全
に
向
け
た
沿
岸

自
治
体
・
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り

濱
砂

博
信

○
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
３
Ｄ
を
用
い
た
ラ
ン
タ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
再
現

渡
瀬
一
紀
他

○
長
崎
版

木
製
学
童
机
・
椅
子
の

開
発

松
尾
有
平
他

○
環
境
単
位
か
ら
読
む
町
並
み
形
成

の
秩
序－

佐
賀
県
有
田
内
山
地
区

を
対
象
に

伴
丈

正
志

８
Ｐ
へ
つ
づ
く

下
島
助
教
授
、国
際
共
同
実
験
に
参
加

初
観
測
の
一
端
を
担
う

学
生
が

「
ま
つ
り
」
を
盛
り
上
げ
る

県
立
美
術
館
１
周
年
記
念
事
業

モ
ッ
ク
モ
ッ
ク
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

「NiASプロジェクト」は、学生
部が作品製作等を計画する学生グ
ループの課外研究活動を奨励するこ
とを目的に学生へ募集。
平成４年「工学部にふさわしい作

品」「話題性のある作品」と題して
募集を開始し、学生の「ものづくり」
や創作への探求を支えてきた。
作品は製作の後、各種大会へ出場

したり、学園祭「造大祭」で展示・
実演される。

東信堂より「居住福祉資源発見の旅－
新しい福祉空間、懐かしい癒しの場－」
出版。
地域社会の文化や施設の中に、高齢者

の健康や暮らしを支えているものが多数
あり、それらを発見・調査し、保全、再
生、創造にとりくむ人々を訪ねた記録や
今後の課題を紹介している。

東東信信堂堂よよりり「「漢漢字字のの語語源源ににみみるる居居住住福福祉祉のの
思思想想」」をを出出版版。。
漢漢字字のの語語源源にに着着目目ししてて、、「「居居住住」」やや「「家家屋屋」」
ののももつつ様様々々なな意意味味をを、、関関連連すするる漢漢字字概概念念かからら
分分析析ししたた上上、、居居住住環環境境にに「「気気」」とと「「幸幸福福」」をを
追追求求ししたた風風水水理理論論のの考考ええ方方にに触触れれ、、「「家家屋屋」」
とと「「安安心心居居住住」」ととのの原原初初的的なな関関係係にに光光をを当当てて
てていいるる。。東東アアジジアアのの固固有有のの論論理理をを問問いい詰詰
めめたたユユニニーーククなな「「居居住住福福祉祉」」論論ででああるる。。

長長崎崎新新聞聞社社よよりり「「霧霧笛笛のの長長崎崎居居留留地地－－
ウウォォーーカカーー兄兄弟弟とと海海運運日日本本のの黎黎明明－－」」をを
出出版版。。
三三菱菱のの大大型型蒸蒸気気船船のの船船長長ととししてて明明治治維維
新新かからら海海運運日日本本のの草草創創にに貢貢献献ししたた英英
国国人人ののウウォォーーカカーー兄兄弟弟らら家家族族のの波波乱乱
のの生生涯涯をを、、新新事事実実をを交交ええ紹紹介介ししてていいるる。。

○
韓
国
に
お
け
る
農
業
集
落
の
研
究

－

韓
国
慶
尚
南
道
固
城
郡
九
満
面

の
集
落
空
間
構
成
に
つ
い
て

松
尾
有
平
他

○
２
０
０
５
年
福
岡
県
西
方
沖
地
震

に
お
け
る
木
造
住
宅
の
被
害
に
つ

い
て

花
井

徳
寶

○
サ
ワ
ガ
ニ
の
利
き
手
の
使
用
法
と

効
果

繁
宮

悠
介

工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
報

第
２０
号

○
固
体
高
分
子
燃
料
電
池
の
ド
ッ

ト
触
媒
層
形
成
に
関
す
る
研
究

阿
南

悠
太
・
奥
村

典
男

杉
田

勝
・
山
�

時
雄

○
ク
ロ
ス
フ
ロ
ー
型
風
車
の
高
出
力

利
用
に
関
す
る
研
究
�
（
構
造
物

近
傍
に
お
け
る
風
車
取
付
け
位
置

に
よ
る
性
能
比
較
）

谷
野

忠
和
・
仲
尾
晋
一
郎

上
林

源
樹

○
水
素
製
造
用
風
力
発
電
に
関
す
る

基
礎
研
究
の
た
め
の
小
型
風
車
実

証
試
験
装
置
の
開
発

谷
野

忠
和
・
仲
尾
晋
一
郎

○
水
素
製
造
用
風
力
発
電
に
関
す
る

基
礎
研
究
の
た
め
の
小
型
風
車
に

よ
る
風
力
発
電
実
証
試
験

谷
野

忠
和
・
仲
尾
晋
一
郎

○
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ボ
ー
ト
の
可
能
性

中
尾

浩
一

○
機
械
工
学
実
験
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
の
特
性
試
験
結
果

（
第
２
報
�
冷
却
特
性
試
験
結
果
）

藤
川

卓
爾

○
生
産
シ
ス
テ
ム
の
ペ
ト
リ
ネ
ッ
ト

表
現
と
階
層
分
散
制
御安

田

元
一

○
十
字
隅
肉
溶
接
継
手
試
験
に
よ
る

A
1/SU

S
STJ

の
強
度
評
価

矢
島

浩
・
高

允
宝

渡
邊

栄
一
・
佐
藤

宏
一

○
丸
棒
引
張
試
験
に
よ
るA

1/SU
S

STJ

の
強
度
評
価

矢
島

浩
・
渡
�

栄
一

山
本

元
道
・
佐
藤

宏
一

『
平
和
文
化
研
究
』
第
２８
集

○﹇
巻
頭
言
﹈「
自
然
災
害
」
か
ら
見

え
て
く
る
も
の

芝
野

由
和

○
被
爆
６０
年
・
戦
後
６０
年
を
ふ
り
か

え
っ
て

－

日
本
・
ア
ジ
ア
・
世
界
の

こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら－

浅
井

基
文

居居居居居居居居居居居居居居居住住住住住住住住住住住住住住住福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源発発発発発発発発発発発発発発発見見見見見見見見見見見見見見見ののののののののののののののの旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅
早川和男工学部建築学科・教授

作 品 名

２人乗りソーラーボート
の開発

高速人力水中翼船

グライダーNIAS G－１４

リアルタイム楽譜生成装置
の開発

自走式センサーロボット
の製作

LED植物育成装置の開発、
ソーラースクーターの開発

ロボット『NiAS Challenge
１２号』

環境マネジメントシステムによ
るエゴをなくしたエコキャンパス

長崎の名建築の再現及び竹・木材
を用いた仮設構造物の設計・制作

長崎水辺の映像祭における学生活
動のデジタルドキュメントの制作

VR用の３Dライブラリの
製作

FLASHを使った
映像コンテンツの制作

Green Project

サッカーロボの製作

グループ名

１．夢の船研究会
（ソーラー船部門）

２．夢の船研究会
（人力水中翼船部門）

３．サーマル・
ミッション

４．UNIX&Internet
研究会

５．ハードウェア
研究会

６．エコの会

７．NiAS夢工房

８．ISOの家

９．建築研究会

１０．Team.SS

１１．アカシック
レコード

１２．マルチメディア
技術研究会

１３．緑花

１４．サッカーロボ
研究会

漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢字字字字字字字字字字字字字字字ののののののののののののののの語語語語語語語語語語語語語語語源源源源源源源源源源源源源源源にににににににににににににににみみみみみみみみみみみみみみみるるるるるるるるるるるるるるる居居居居居居居居居居居居居居居住住住住住住住住住住住住住住住福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉ののののののののののののののの思思思思思思思思思思思思思思思想想想想想想想想想想想想想想想
李李 桓桓（（りり かかんん））人人間間環環境境学学部部環環境境文文化化学学科科・・助助教教授授

霧霧霧霧霧霧霧霧霧霧霧霧霧霧霧笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛ののののののののののののののの長長長長長長長長長長長長長長長崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎居居居居居居居居居居居居居居居留留留留留留留留留留留留留留留地地地地地地地地地地地地地地地
－－－－－－－－－－－－－ウウウウウウウウウウウウウォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーカカカカカカカカカカカカカーーーーーーーーーーーーー兄兄兄兄兄兄兄兄兄兄兄兄兄弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟弟ととととととととととととと海海海海海海海海海海海海海運運運運運運運運運運運運運日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本ののののののののののののの黎黎黎黎黎黎黎黎黎黎黎黎黎明明明明明明明明明明明明明－－－－－－－－－－－－－

ブブラライイアアンン・・ババーーククガガフフニニ人人間間環環境境学学部部環環境境文文化化学学科科・・教教授授
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自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自ららららららららららららららららららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののののののののののののののののののの生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生きききききききききききききききききききききききききききききききききききき方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方をををををををををををををををををををををををををををををををををををを求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめてててててててててててててててててててててててててててててててててててて
－－高高大大連連携携、、体体験験学学習習にによよるる生生徒徒のの

学学習習意意欲欲のの増増進進とと高高校校生生にによよるる地地域域還還元元－－
附属高校では、幅広く教養を高めさせ、学問に

対する興味・関心・意欲の構築を図るとともに進
路意識の高揚を図り、生徒の進路選択の一助とす
る目的で、大学との体験学習を実施している。
このプログラムは、今年度から制度化された長

崎県補助事業「ながさき私学活性化事業」として
指定を受け、私学の魅力化、生徒増へ期待されて
いる。
内容は、大学の３学部７学科（工学部の船舶・

機械・電気電子情報・建築、情報学部の知能情
報・経営情報、人間環境学部の環境文化）との連
携により、第２学年の全生徒を対象として、大学
での体験学習授業等を行うもの。
指導者は、各学科の教授・助教授・講師や、大

学院生・学部生のティーチングアシスタント。生
徒は多数の学科で実施するプログラムを体験する。
１日６時間、年６日間以上実施予定。
この学習で得た知識や技術は、地域・保護者・

中学生に公開発表することにより、この取り組み
を広く紹介し、更なる教育の充実、地域との交流
を図る。

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

平
成
１８
年
度
長
崎
総
合
科
学
大
学
附
属
高
等
学
校
の
入
学

式
が
、
４
月
１０
日
�
午
後
１
時
３０
分
よ
り
本
学
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館
大
講
義
室
で
挙
行
さ
れ
た
。

時
津
政
憲
校
長
が
新
入
生
１
２
３
名
の
入
学
を
許
可
し
、

式
辞
で
は
、「
こ
の
３
年
間
は
人
間
力
を
高
め
る
大
切
な
時

期
。
自
分
の
隠
さ
れ
た
能
力
を
信
じ
、
本
物
の
自
分
を
見
つ

け
だ
し
て
欲
し
い
」と
述
べ
、
ま
た「
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
行
う
」「
目
的
に
向
か
っ
て
小
さ
な
努

力
を
積
み
重
ね
て
欲
し
い
」「
基
本
的
な
生
活
の
確
立
」
の

３
つ
の
お
願
い
が
述
べ
ら
れ
た
。

来
賓
を
代
表
し
、
行
�
威
夫
本
学
理
事
長
が
「
決
し
て
甘

え
る
こ
と
な
く
、
弱
い
も
の
を
い
じ
め
る
こ
と
な
く
、
自
分

の
足
で
し
っ
か
り
立
っ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
、
林
一
馬
本
学

学
長
よ
り
「
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
何
か
一
つ
目
標
を
持
っ

て
欲
し
い
」
と
の
祝
辞
が
あ
り
、
岩
永

昂
君
が
入
学
生
を

代
表
し
て
宣
誓
を
行
っ
た
。

○
長
崎
で
問
う
日
本
社
会
の
平
和
と

自
由

奥
平

康
弘

○
記
憶
の
文
学

モ
ー
ナ
・
ケ
ル
テ（
訳
�
小
川
保
博
）

○
日
本
の
敗
戦
期
と
敗
戦
後
に
生
き

る

－

豊
島
猛
、
山
地
久
造
、

棚
町
知
彌
の
三
氏
に
聞
く－

聞
き
手
�
横
手

一

○
長
崎
総
合
科
学
大
学
学
生
・
附
属

高
校
生
の
核
・
平
和
意
識

－

２
０
０
５
年
版－

ま
と
め
�
芝
野

由
和

○
長
崎
平
和
文
化
研
究
所
活
動
日
誌

－

２
０
０
５
年
４
月
〜

２
０
０
６
年
３
月─

情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
所
報

№
１６

２
０
０
５

巻
頭
言

浅
海

勝
征

﹇
工
学
部
﹈

○
機
械
工
学
科
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン

利
用
教
育
例

－

メ
カ
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
に
つ
い
て－

佐
藤

進

﹇
情
報
学
部
﹈

○
経
営
情
報
学
科
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て

－

開
設
初
年
度
に
お
け
る
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
活
用
事
例
の
報
告－

三
田

淳
司

﹇
人
間
環
境
学
部
﹈

○
貸
与
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
贅
沢
な

学
習
道
具
？

金
子

照
之

﹇
技
術
レ
ポ
ー
ト
﹈

○
Ｖ
Ｐ
Ｎ
接
続
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

中
満

清

﹇
セ
ン
タ
ー
年
報
﹈

�
活
動
記
録

・
委
員
会
開
催

�
購
読
定
期
刊
行
物

�
利
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

�
施
設
利
用
状
況

・
２
０
０
５
年
度
前
期
〈
端
末
室

	
、
�
、


、
�
〉
講
義
利
用

・
２
０
０
５
年
度
後
期
〈
端
末
室

	
、
�
、


、
�
〉
講
義
利
用

・
端
末
室
使
用
状
況

�
２
０
０
５
年
度
情
報
科
学
セ
ン

タ
ー
委
員
会
構
成

授 業 テ ー マ
�プレジャーボートによる海洋体験学習
�船舶海洋試験水槽で船の性能を調べる
�３次元CADを体験し、船を造ろう
�機械工学科入門および金属材料の脆さ・粘っこさ
�楽しい電子工作
�コンクリートのペーパーウェイト作り
�スパゲッティトラスの製作と強度実験
�日見川流域の環境調査 ＝水生生物による水質判定＝
�日見・網場地区の発見
�長崎・斜面のまち再生と歴史探検
�シスコネットワークキングアカデミープログラム高校モデルでの導入
�ネットワーク技術にふれてみる
�ビジネスゲーム（ゲームで学ぶ経営の仕組み）
�ロボットのモーション作成と操作実習
�Webモーショングラフィックスの制作
�パソコンによる体操アニメーションの作成
�日本語によるプログラミング入門
�プログラミング入門
�ネイチャーアート製作
�生物進化のメカニズム
�日見地区の史跡について
�BSE、バイオトイレ、諫早干拓事業などの調査

学部・学科名
【工学部】
船舶工学科

機械工学科
電気電子情報工学科
建築学科

【情報学部】
経営情報学科

知能情報学科

【人間環境学部】
環境文化学科

平
成
１８
年
度

附
属
高
校

体験学習のプログラム予定

附属高等学校
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第１回：７月３０日� いずれも
第２回：８月２６日�

�
�
�
�
�

１０：３０～１５：００
第３回：１１月１１日� （受付１０：００から）
長崎総合科学大学
グリーンヒルキャンパス・シーサイドキャンパス

日 程

場 所

体験学習、キャンパス見学など楽しい催しを用意しております。
来場者には特製オリジナルグッズをプレゼント！
無料送迎バスを運行します。
詳しくは入試広報課までお問い合わせください。

� 0120‐801‐253
◎ホームページ http://nias.jp
◎E-mail adm@office.nias.ac.jp

テーマと担当教員

林 一馬 学 長 『建築・都市の歴史と文化』
池上 国広 工学部船舶工学科・教授 『２１世紀の海洋開発「ひょっこりひょうたん島」の実現

を目指して』
慎 燦益 工学部船舶工学科・教授 『アルキメデスの原理と浮力について ～潜水艇から

飛行船まで～』
野瀬 幹夫 工学部船舶工学科・教授 『飛び魚をめざした挑戦者たち －人力水中翼船開発

に熱中した若者達の記録－』
藤川 卓爾 工学部機械工学科・教授 『エネルギーのはなし』
奥村 典男 工学部電気電子情報工学科・教授 『オゾンの発生と利用、固体高分子燃料電池の研究』
宮原 和明 工学部建築学科・教授 『ようこそコンサートホールの世界へ、持続可能な社

会と都市・建築デザイン』
濱砂 博信 工学部建築学科・助教授 『伝統的集落における水利用システム、環境にやさし

い屋上緑化技術について他』
伴 正志 工学部建築学科・助教授 『これが建築なのだ』
浅海 勝征 工学部基礎教育センター・教授 『面白い数理科学』
谷 昇 工学部基礎教育センター・教授 『おもしろサイエンス、ロボットコンテスト出場ロボッ

ト製作について』
安田 元一 情報学部知能情報学科・教授 『ロボットの未来像 －ロボットは心をもてるか－』
池末 純一 情報学部知能情報学科・教授 『CGの過去・現在・未来』
北島 律之 情報学部知能情報学科・助教授 『脳をだます「バーチャルリアリティと感性」』
田中 義人 工学部電気電子情報工学科・教授 『先端科学と集積回路システム』
平坂 敏夫 情報学部経営情報学科・教授 『情報技術の変遷と経営』
佐藤 宇弘 情報学部経営情報学科・教授 『２１世紀を生き抜くヒント・自己の確立と集団』
渡瀬 一紀 情報学部経営情報学科・教授 『高校数学で作るコンピュータグラフィックス』
日當 明男 情報学部経営情報学科・助教授 『道具としてのコンピュータ』
坂井 正康 人間環境学部環境文化学科・教授 『地球環境と２１世紀エネルギー』
横山 正人 人間環境学部環境文化学科・教授 『福祉社会と情報技術、地球にやさしいリサイクル』
繁宮 悠介 人間環境学部環境文化学科・講師 『生物進化のメカニズム』
石橋 康弘 人間環境学部環境文化学科・助教授 『ごみ問題と環境ホルモン』
西村 安代 人間環境学部環境文化学科・講師 『やさいのはなし』
山� 時雄 工学部基礎教育センター・教授 『最先端の科学の話』

本学では高等学校の
進路指導や総合的な学
習に活用してもらうた
め、「高校生セミナー」
を実施しています。
このセミナーは本学
から高等学校に出向い
て教育・研究のエッセ
ンスや最新の成果など
を高校生に分かり易く
教授します。また、本
学の施設や設備を開放
して実際に体験するこ
ともできます。

高高校校生生セセミミナナーー
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２００６年度父母懇談会を開催２００６年度父母懇談会を開催２００６年度父母懇談会を開催
在学生の保護者を対象に「父母懇談会」を開催します。

全体会では大学の近況を報告。その後、学科担当教員との個別面談で

ご子息・ご息女の単位取得状況、就職活動状況など情報交換を行い、

また、保護者からの相談をお聞きする機会としています。長崎を含む

１０会場で行います。

学 生 生 活 サ ポ ー ト

［学生生活支援センター］
本学で学ぶ学生が活き活きと学生生活を送れるように、学生個々
に相談を受付け、助言を行う。また、相談の内容に応じて学科等と
の橋渡しをしながら、適切な措置を講じる。

内 容：学業の悩み、生活の悩みなど
場 所：グリーンヒルキャンパス・３号館・４階

［保健センター］
学生の健康相談や保健指導、疾病の予防と発見、救急措置などの
ほか、定期健康診断を行い、学生が安心して学業に専念できる環境
づくりに努めている。カウンセリングも実施。

内 容：健康・心理の悩み、ケガ・疾病など
場 所：グリーンヒルキャンパス・３号館・２階

［食堂］
学生の健康を保持・増進させ、成長に必要な栄養を補給し、楽し
い学生生活が送れるように食堂がある。
現在、外部委託して安価でボリュームがあり、また、学生の嗜好
にあわせたメニューによる食事の提供を行っている。

場 所：グリーンヒルキャンパス・本館・２階

学 習 サ ポ ー ト

［情報科学センター］
最新のネットワーク環境で、学内情報や研究室情報をキャッチし、
予習・復習、レポート作成などオンラインで行える。

内 容：カフェテリア（３階）は夜１０時まで自由に使えます

場 所：グリーンヒルキャンパス・１７号館

［図書館］
専門書や専門雑誌はもちろん、いろいろな分野の書籍をそろえ、
閲覧スペースや学習ブースを設けている。
また、他機関への複写・貸出し、希望図書のリクエストが随時受
付け可能。

内 容：平日は夜１０時まで利用できます。一般の方の利用も可能
場 所：グリーンヒルキャンパス・１０号館・３階

［資格講座］
スキルアップや、就職活動を応援するため、インターネットを活
用した e－learning 方式による資格・就職支援Web講座と本学独
自の講座を開講。

内 容：ホームページ「学生支援プログラム」を参照。

http://www.nias.ac.jp/employment/course/index

場 所：グリーンヒルキャンパス・３号館・３階

２００６年度父母懇談会の開催予定

会 場

本学（終了）

佐世保シティホテル

下関グランドホテル

ホテルニューオータニ佐賀

福岡ガーデンパレス

ホテルサンルートソプラ神戸

ホテルプラザ宮崎

道後プリンスホテル

ブルーウェイブイン鹿児島

本学

那覇セントラルホテル

※都合により上記の会場が変更されることが
あります。
詳しくは、学生課までお問合せください。

TEL：０９５‐８３８‐５１２４

【式次第】
◆受 付／１２：３０～
◆全 体 会／１３：００～１３：３０
◆個別面談／１３：３０～１５：００
◆懇 親 会／１５：００～１６：３０

開催地

長 崎

佐世保

山 口

佐 賀

福 岡

神 戸

宮 崎

松 山

鹿児島

長 崎

沖 縄

開催日

６月１０日�
８月２６日�
８月２６日�
８月２７日�
８月２７日�
９月２日�
９月２日�
９月３日�
９月３日�
９月１６日�
１０月７日�

（２００６．７．１現在）
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編

集

後

記

「「「「「「「「「「「「「「「「「
物物物物物物物物物物物物物物物物物
ががががががががががががががががが
動動動動動動動動動動動動動動動動動
くくくくくくくくくくくくくくくくく
」」」」」」」」」」」」」」」」」ににににににににににににににににに

魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
力力力力力力力力力力力力力力力力力
ををををををををををををををををを
感感感感感感感感感感感感感感感感感
じじじじじじじじじじじじじじじじじ

幼
少
時
、
長
崎
市
大
浦
町
に
住

み
、
三
菱
造
船
所
の
進
水
式
を
見

て
育
っ
た
。『
こ
の
頃
、
夏
休
み

の
宿
題
は
船
の
模
型
を
作
っ
て
い

た
か
な
・
・
・
』
乗
り
物
が
大
好

き
で
、
幼
稚
園
の
時
は
電
車
と
バ

ス
。
小
学
生
の
時
は
船
。
中
学
生

の
時
は
飛
行
機
マ
ニ
ア
だ
っ
た
。

と
に
か
く
「
物
が
動
く
こ
と
」
に

魅
力
を
感
じ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
に
約
１
０
０
隻
の
船

の
設
計
を
し
、
実
際
に
１０
隻
以
上

は
自
ら
造
っ
た
。『
模
型
を
改
良

す
る
の
が
面
白
か
っ
た
。
今
振
り

返
る
と
こ
の
体
験
し
て
き
た
こ
と

が
、「
工
学
と
は
な
ん
ぞ
や
」
を

自
然
に
経
験
し
て
い
た
。
大
学
で

の
講
義
は
そ
れ
を
う
ら
づ
け
る
形

と
な
り
、
興
味
を
持
っ
て
講
義
を

受
け
て
い
た
』
と
話
す
。

造造造造造造造造造造造造造造造造造
船船船船船船船船船船船船船船船船船
野野野野野野野野野野野野野野野野野
郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎
ははははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、、

ススススススススススススススススス
ピピピピピピピピピピピピピピピピピ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドドド
野野野野野野野野野野野野野野野野野
郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎

好
奇
心
旺
盛
な
中
尾
先
生
は
、

本
学
在
学
中
、
同
級
生
と
ホ
バ
ー

ク
ラ
フ
ト
を
造
り
網
場
湾
で
試
走
、

ま
た
、
就
職
し
た
佐
世
保
重
工
で

は
高
速
艇
設
計
研
究
の
傍
ら
、
寮

に
帰
る
と
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
製

作
に
熱
中
し
て
い
た
造
船
野
郎

（
学
報
第
２
号「
造
船
野
郎
健
在
」

で
紹
介
）。
そ
の
後
、
ヤ
マ
ハ
発

動
機
に
就
い
た
先
生
は
鳥
人
間
大

会
に
出
場
す
る
た
め
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
製
作
に
没
頭
す
る
。
当
時
の
趣

味
は
、
航
空
機
の
図
面
収
集
と

オ
ー
ト
バ
イ
で
の
ツ
ー
リ
ン
グ
。

オ
ン
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
大
型
バ
イ

ク
を
乗
り
回
し
、
仕
事
で
は
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
の
高
速
テ
ス
ト
を
行

う
ス
ピ
ー
ド
野
郎
だ
っ
た
。

現
在
は
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

の
設
計
・
製
作
に
力
を
注
い
で
い
る
。

現現現現現現現現現現現現現現現現現
役役役役役役役役役役役役役役役役役
ののののののののののののののののの
プププププププププププププププププ
ラララララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンンンンン
ナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
、、、、、、、、、、、、、、、、、

デデデデデデデデデデデデデデデデデ
ザザザザザザザザザザザザザザザザザ
イイイイイイイイイイイイイイイイイ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

昭
和
６１
年
、
設
計
事
務
所
ア
ル

フ
ァ
ク
ラ
フ
ト
を
立
ち
上
げ
、
翌

年
に
�
ア
ル
フ
ァ
ク
ラ
フ
ト
を
設

立
。平

成
１２
年
本
学
船
舶
工
学
科
の

教
壇
に
立
つ
ま
で
の
間
、
主
に
三

菱
重
工
業
や
ヤ
ン
マ
ー
、
ト
ヨ
タ

の
開
発
設
計
を
担
当
し
て
き
た
。

本
学
着
任
後
も
、
海
が
好
き
な
人

や
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
が
好
き
な

人
と
の
関
係
は
、
自
ら
が
管
理
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て

繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
潜
水
艇

や
シ
ェ
ル
タ
ー
、
介
護
福
祉
船
な

ど
ア
イ
デ
ア
を
公
開
す
る
現
役
の

プ
ラ
ン
ナ
ー
、デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
。

日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本
ののののののののののののののののの
技技技技技技技技技技技技技技技技技
術術術術術術術術術術術術術術術術術
ははははははははははははははははは

国国国国国国国国国国国国国国国国国
ををををををををををををををををを
超超超超超超超超超超超超超超超超超
えええええええええええええええええ
ててててててててててててててててて

今
年
５
月
の
連
休
に
ミ
ャ
ン

マ
ー
を
視
察
し
た
際
、
中
国
製
耕

運
機
の
エ
ン
ジ
ン
を
改
造
し
て

シ
ャ
フ
ト
を
つ
け
た
木
造
船
が
、

人
や
物
資
を
運
ぶ
た
め
川
を
行
き

来
し
て
い
る
情
景
を
目
に
し
た
。

ま
た
、
街
中
を
走
る
車
も
改
造
さ

れ
て
い
る
が
、
長
崎
バ
ス
や
昔
懐

か
し
い
日
本
の
車
が
当
時
の
姿
の

ま
ま
で
走
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

貧
し
い
国
だ
が
生
活
の
為
の
い

ろ
い
ろ
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
造
船
業
が
将

来
の
国
家
事
業
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
先
生
の
も
と
に
は
日
本
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る

日
本
ミ
ャ
ン
マ
ー
友
好
協
会
を
通

じ
て
２
０
０
０
名
が
在
籍
す
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
海
事
大
学
が
行
っ
て

い
る
舟
艇
製
造
事
業
に
対
し
日
本

か
ら
舟
艇
技
術
支
援
を
依
頼
す
る

連
絡
が
来
て
い
る
。

日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本
ははははははははははははははははは
海海海海海海海海海海海海海海海海海
ななななななななななななななななな
ししししししししししししししししし
ででででででででででででででででで
ははははははははははははははははは

生生生生生生生生生生生生生生生生生
ききききききききききききききききき
ててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいい
けけけけけけけけけけけけけけけけけ
ななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいい

研
究
室
に
は
、
先
生
が
設
計
し

た
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
写
真
や

Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
な
ど
が
壁
に
貼
ら
れ
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
上
に
は
各
地
方

の
地
酒（
？
）が
あ
り
、
学
生
と
の

懇
談
の
た
め
に
集
め
て
い
る
と
語

る
。取

材
の
後
に
す
れ
違
っ
た
学
生

か
ら『
先
生
、つ
り
に
い
き
ま
し
ょ

う
』
と
の
誘
い
に
ふ
た
つ
返
事
で

応
え
、『
彼
ら
と
は
平
成
１５
年
に

卒
業
研
究
で
製
作
し
た
ボ
ー
ト

「
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
２３
」の
補
修
を
す
る
』

と
語
り
、
学
生
と
は「
海
」「
船
」

で
つ
な
が
り
、
信
頼
関
係
も
し
っ

か
り
築
い
て
い
る
様
子
。『
日
本

は
海
な
し
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。

遊
び
の
場
で
あ
っ
た
り
、
仕
事
の

場
で
も
あ
る
。
海
や
船
に
興
味
を

持
っ
て
、
楽
し
ん
で
欲
し
い
』
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
。

中
尾
浩
一

工
学
部
船
舶
工
学
科
助
教
授
。

昭
和
２３
年
長
崎
県
生
ま
れ
。

昭
和
４７
年
長
崎
造
船
大
学（
本
学
）

船
舶
工
学
科
卒
業
。

昭
和
４７
年（
〜
５４
年
）佐
世
保
重
工
業
、

昭
和
５４
年（
〜
６１
年
）ヤ
マ
ハ
発
動
機
を

勤
務
の
後
、
昭
和
６１
年
に
設
計
事
務
所

ア
ル
フ
ァ
ク
ラ
フ
ト
を
開
設
、
翌
年
�

ア
ル
フ
ァ
ク
ラ
フ
ト
を
設
立
し
開
発
設

計
を
行
う
。
平
成
１２
年
か
ら
本
学
勤
務
。

先
日
、
近
く
の
国
道
に
設
置
し
て
あ

る
気
温
表
示
を
見
た
ら
な
ん
と
３８
℃
。

こ
れ
で
は
本
格
的
な
夏
を
前
に
す
で

に
夏
バ
テ
し
そ
う
。

皆
さ
ん
も
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
。

（
Ｔ
）

学
報
は
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
パ
イ
プ
役
。

ご
意
見
・
ご
感
想
は
い
つ
で
も
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

（
Ｉ
）

このＱＲコードで
本学携帯電話ホームページにアクセスできます

研研究究室室をを訪訪ねねてて

――中中尾尾浩浩一一先先生生ををたたずずねねてて――

応募締切

応募方法

８月３１日�
長崎総合科学大学の携帯
ホ ー ム ペ ー ジ（http://
www.nias.ac.jp/mob/）に
アクセスし、「NiAS キャン
パスクイズ」のページより、
答えと必要事項を記入して
応募してください。

正解者の中から抽選で３名様に

NiAS オリジナルクオカードをプレゼント！

Q．長崎総合科学大学の校地
面積は東京ドームの面積
の約何倍？

当選の発表は賞品の発送を持って代えさせて頂きます

ＮｉＡＳキャンパス
クイズのページは
こちらから

（ＴｏＴ）
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